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研究について 

「太陽光パネルによる日射量の変化」 

2013 年 3 月から、農林水産省によって農地に支柱を立てて上部空間に太陽光発電設備を

設置し、太陽光を農業生産と発電とで共有する「営農型太陽光発電」という農地転用が認め

られました。農家にとって、作物の販売収入に加えて、売電収入や電力の自家利用などが加

わることで、安定した収入、農業経営のさらなる規模拡大が期待できます。しかし、農林水

産省の規定では、生産量の確保、農作物の品質に著しい劣化が生じないことなどが、条件と

なっています。そのため、営農型太陽光発電の普及には、適切なパネル密度や、パネル密度

と栽培作目の組み合わせについてのデータが必要になります。 

 私は、太陽光パネルの設置によって生じる影の影響に注目をして研究しています。太陽光

パネルの大きさ、間隔、高さを変えた場合に、どのように日射量が変化するのかを確かめて

います。今後は、傾斜地の場合や近隣への影響についても検討したいと考えています。 
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